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高専ロボコン2014
全国大会出場！！
 P.6に記事載ってます

！！

（表紙：女子バレーボール部）（表紙：女子バレレーボール部）

全日本6・9人制バレーボールクラブ
カップ全国大会に出場しました！



　インターネットが普及し、ビッグデータの重要性が叫ばれる時代
がやってきました。これまでと違ってウェアラブル端末から航空機
のエンジンまであらゆる機器がインターネットに繋がり、機器同士
が通信し、大量のデータが自動的に収集され、データマイニング技術
や、統計学の重要性が見直されるようになってきています。
　重要なキーワードとして、IoT（Internet of Things）、Deep 
Learning、Quantified Self等が挙げられています。ビッグデータの生
成、収集を支える「モノのインターネット」、ビッグデータから新たな
発見を生む「深化した機械学習技術」、そして我々人間の行動を変え
得る「定量化（あるいは数値化）された自分」という考え方等です。
　インターネットにつながるモノの数は、2013年の100億個から、
2020年には500億個に達するとも予想されています。
　これらのモノ（IoT）から収集される巨大なデータを用いれば、あ
らかじめ学習しなくても新しい知見が得られる（Deep Learning）、
種々のセンサを使って個人の行動を数値化、見える化できる
（Quantified Self）ようになることが期待されています。
　インターネットやIoTの利用を前提とした社会を「アフター・イン
ターネット」社会と呼んでいます。人間は、毎日毎日自分の行動を決
定するのに、知らず知らずの内に多くのデータから自分に取って必
要と思われるデータを取り出して今何をすべきかを決定していま
す。これを数値化し、モデル化することはパラメータが多すぎてほと
んど不可能でした。よしんばできたとしても、計算に時間がかかり役
に立ちません。これらをいわゆる経験に基づいて一瞬にしてやって
しまう人間の判断力には目を見張るものがあります。
　今まさにビッグデータが活用できるようになり、モデル（仮説）を
作らずに新しい結果を得ることが可能になってきています。という
より、モデルそのものを作ることが難しくなってきています。逆に考
えれば、それだけデータの重要性が増し、データ量が膨大になれば、
モデルを作らなくても新しい結果が得られるようになり、問題解決
ができるようになったともいえます。
　このことは、もはや従来の延長線上で新しい技術を応用して何か
できないかと考えるのではなく、既存の組織構造やしがらみを忘れ
て、何もないところから次世代の理想像を構築していくことが求め
られていることを意味します。
　さて、鶴岡高専の場合はどうでしょう。
本校は学科改組を行い、来年度から一学科（創造工学科）４コース、７
応用分野＋アドバンストスチューデント制度に移行することになり
ました。
　これまでの延長線上でなく、時代のニーズに応えた複合・融合分野
で通用する人材を育成する高専に生まれ変わろうとしています。
　この改組は、文科省や高専機構からの一方的な押し付けではなく、
企業・自治体、中学生、中学生保護者、中学校教員、卒業生、在校生、在
校生保護者に1,800通を超えるアンケートをお願いし、その要望に応
えるべく準備した、まさにアフター・インターネット時代に適応する
人材を育成する柔構造モデルを構築したものです。
　特徴は、以下の通りです。（４ページの新教育体制も併せてご覧ください。）
 ・ 複合・融合コースを明確にし、さらに、全てのコースで複合・融合科
　目を必須とすることで、複合・融合分野で通用する人材を育成します。
 ・ アドバンストスチューデントコースの設置により、卒業研究は海

　外インターンシップ（支援有り）への置換え、技科大アドバンスト・
　コースとの連動、専攻科への進学は試験免除（７年一貫教育の
　実現）、などのアドバンテージを付与し、真のグローバル・エリー
　ト・エンジニアを育成します。
 ・ 柔構造組織として機能するため応用コースに教員を配置し、取り
　纏め役にコース長を置きます。コースごとに関連分野での研究プ
　ロジェクトを立ち上げることにより、連携して新分野への研究推
　進を図ります。
 ・ 地域ニーズに応えたコース設定で、地域の活性化に貢献できる起
　業家精神（アントレプレナーシップ）を育成します。
 ・ 全コースでアクティブ・ラーニングを実施することにより、「深い
　学び」が実現でき、「知識の定着」、「知識の活用」を図ります。

　⇒　高専生が自らグループワークによりテーマと内容を考え、小・
　　　中学校に出前授業に行き、ティーチングを実施します。
　⇒　コース縦断型カリキュラムを考え、学年を超えた「学びあいの
　　　場」（グループワークとティーチング）と高学年生が低学年生
　　　を指導するチュータ制度を設けます。
　⇒　少子高齢化、若者流出、経済動向による変動に対応するため、
　　　地元企業、商工会議所、自治体、本校運営協議会委員（自治体首
　　　長、長岡技術科学大学学長、地域産業界代表）等からの“下請企
　　　業から脱却できる元気ある起業家の育成”という強い要請に
　　　応えます。

　専攻科においても学科改組に合わせて一専攻３コースへの改組を
申請し、平成27年２月13日に大学評価・学位授与機構より認可を受け
たところです。（P.28の専攻科特集もご覧ください。）
　専攻科改組の目的は、以下の通りです。
　本校専攻科修了生の進路は就職の割合が2/3を占め、その内でも地
元県内就職の割合が約３割と高い傾向を示しています。本校の位置
する庄内地域には電気、機械系の組み立て加工業が多く、急変する社
会状況の下、これらの中小企業には単一の業種に捕らわれることな
く幅広い分野に事業を拡大していくことや、海外市場を視野に入れ
たグローバルな対応が迫られています。こうした地域企業からのア
ンケート結果を見ても、あらゆる分野に対応できる複合・融合型の技
術者育成への要望が強く表れています。こうした地域のニーズや今
後の社会情勢に対応できるように専攻科の改組を行うこととしました。
　改組では、現行の二専攻（機械電気システム工学専攻、物質工学専
攻）を、一専攻（生産システム工学専攻）３コース制（機械・制御コー
ス、電気電子・情報コース、応用化学コース）に変更することを予定し
ています。一専攻とすることで複合・融合化を推進し、チームワーク
力・コミュニケーション力を強化することができます。さらに、学位
取得の専攻分野毎に分かれたコース制とすることで専門分野を明確
化することができます。
　専攻科の教育では、本科５年間で修得した複合・融合分野の知識を
さらに広げ、専門分野の知識・技術を深めていきます。専攻科の改組
によって、より幅広い分野の生産技術において自身の専門を活かし
て対応できる能力を養い、多様化したグローバル社会を生き抜く力
を培っていきます。
　今後とも鶴岡高専へのご支援、ご鞭撻をよろしくお願い致します。

加 藤 　 靖
鶴岡工業高等専門学校長

President Essay.

アフター・インターネット時代の鶴岡高専

［校長随想］
Reorganization of the four departments into one.

［創造工学科に改組します］

本校は、文部科学省から学科再編計画が了承され、既存の４学科を改組し、
平成27年４月入学生から創造工学科１学科に４コースを設置することになりました。

改組の趣旨
　本校では、地域からの要請による産業構造の高度化に対応
できる融合複合技術者の育成を目指し、学科の大括り化によ
る再編を行います。工学の融合複合分野の知識・技術を習得
し、エンジニアリングデザイン能力、コミュニケーション能
力、アントレプレナーシップ（起業家精神）を兼ね備えたグ
ローバルに活躍できる創造性豊かな実践的技術者を養成す
るための再編です。

本校教育の目指すべき基本方針
■社会・産業のグローバル化に対応して国際的に活躍できる
　技術者の育成
■持続的な社会発展に貢献できるイノベーション人材の育
　成
■地域や産業のニーズに応える融合複合分野への展開など
　の高専教育の多様化や個性化

新学科の概要
　創造工学科は、１年次はコースを特定せず４学級に分けて
運営します。２・３年次はコース制を導入し、既存の機械、電
気電子、制御情報、物質工学科を引き継ぐ、機械、電気・電子、
情報、化学・生物の４つの基礎コースで技術者の素養を育成
します。４・５年次ではさらに７つの応用分野から選択し、問
題発見・解決能力など実践力を養成します。研究活動は、配属
先研究室の指導教員のもと実施します。

新学科の特色

　入学前に専門分野を決める現行の学科区分ではなく、「も
のづくり」や工学に興味をもつ学生を広く受け入れ、創造工
学科で広く工学の基礎を教育し、入学2年目に本人の志向や
適性と教育課程とのマッチングを図る仕組みを設けます。
　１年次では、工学的基礎力を身につけるため、知識と技術
を学習させ、技術の融合による製品やシステムを設計開発す

るための基礎を幅広く身につけます。
　また、２・３年次では、４基礎コースで、自身の得意分野の
専門基礎知識や技術を身につけます。
　さらに、専門知識・技術を深めるために４・５年次において
７つの応用分野を設けます。

　２年次で各コース混成のチームによる創造的なコース横
断型演習を実施します。３年次ではPBL（Project Baced 
Learning）型の融合複合実験に取り組み、４年次には、２年生
に対し、実験を指導し、問題解決・発見力を養います。５年次
には、指導教員と共に地域小中学校への出前授業や地域イベ
ントへ出向き、ティーチングにより学習定着率を高めます。
学年縦断型の融合複合教育を実施します。また、一定の評価
指標のもと、学外での教育指導について、ボランティア活動、
就業体験その他これらに類する活動による社会実習単位を
認めます。

　４・５年次に選択する７つの応用分野は、社会動向および
地域ニーズを反映した分野となっています。それぞれの応用
分野に教員が配置され、教育研究課題を共有し、プロジェク
トを立ち上げます。各種学外コンテストへの参加や地域連携
および企業連携による課題解決を目指し、高専ロボットコン
テストや高専プログラミングコンテストと同等のプレッ
シャーの下で実践的な課題と向き合います。

　「専門技術者の育成」 「新技術・新製品の開発技術者の育
成」 「起業できる技術者の育成」など地域ニーズに応えるた
め、地域志向の地域コミュニティ学、アントレプレナー育成
の総合工学を配置します。地域の良さ、課題を認識した上で、
問題解決・発見能力を養います。また、４年次には、ビジネス・
パテントコンテストを開催し、アントレプレナーシップを涵
養します。

NIT Tsuruoka College in “After Internet Era”. 

１年次で創造工学の基礎を幅広く教育した後、
２年～５年次で学生に最も適した専門教育を実施

特色
１

専門知識の定着と活用力を涵養するため、アクティ
ブラーニング（教員による一方的な講義形式の教育
とは異なり、学生自らが課題を解決したり、プレゼ
ンテーションしたりする授業）を導入

特色
２

地域ニーズ対応型教育研究プロジェクトによるエ
ンジニアリングデザイン能力を育成

特色
３

持続可能な活気あるコミュニティの確保に向けた
アントレプレナー（起業家）を育成

特色
４

創造工学科に改組します
“Creative Engineering Department”.



　企業活動のグローバル化に対応するために、英語による専
門授業『Advanced Technology』を実施します。高い学習意欲
と学力を引き出すアドバンスト・スチューデント制度を導入
します。４・５年次で、各基礎コースより4名選抜し、英語によ
る専門授業の実施、３か月以上の学外体験（企業、大学など）
必修、試験免除での専攻科進学などの特典を設け、より高い
技術力とコミュニケーション能力を有したグローバル・エ
リート・エンジニアを育成します。

　学生が「校内での学修」と「地元企業での就業」を繰り返す
鶴岡高専式CO-OP教育プログラムを拡充します。プログラム
の概要は、教育機関が企業と連携して進める共同教育による
人材育成で、長期休業（春季、夏季）を利用した就業体験学習
です。３～５年次までの継続的な就業で、実践的な技術や開
発力、コミュニケーション能力など、総合的な就業能力の向
上を図ることができ、さらに、基本的には労働報酬を得るこ
とから、自己の就学支援にも繋げることができます。

入 試
　中学校卒業段階で工学系の分野まで決めることの難しさ
等を考慮し､ミスマッチによる学習意欲の低下を防止するた
めに､推薦入試、学力入試ともにコースを特定せず､１年間の
共通の教育を経た上で2年次からのコースを決定します。

４コースの紹介

【機械コース】
　機械工学にかかわる材料力学、熱力学、加工学などの専門
知識を習得し、実験・実習などの課題解決型教育を通じて幅
広く機械分野の基礎技術を習得します。さらに、機械を動か
すために必要な情報や電気などの他分野の専門知識や技術
を学習することにより、創造的技術を有する機械技術者を養
成します。
進路：工作機械製造、自動車、金属加工機械、印刷、重工業、
　　　食品　等

【電気・電子コース】
　電気・電子工学にかかわる電気回路、電子デバイス、電気機
器、電気磁気学、電子工学などの強電系ならびに弱電系の専
門知識を習得し、実験・実習などの課題解決型教育を通じて
幅広く電気・電子分野の基礎技術を習得します。さらに、情報
工学や制御工学などの他分野の専門知識ならびに技術を学
習することにより、創造的技術を有する電気・電子技術者を
養成します。
進路：電力業、輸送機器、電気・電子機器製造、通信業、
　　　交通管制　等

【情報コース】
　情報工学にかかわるソフトウェア工学、データ構造、マイ
クロコンピュータなどのソフト系やハードウェア系の専門
知識を習得し、実験・実習などの課題解決型教育を通じて幅
広く情報分野の基礎技術を習得します。さらに、機械の制御
等で必要な電気回路などの電気・電子工学ならびに制御工学
などの他分野の専門知識や技術を学習することにより、創造
的技術を有する情報技術者を養成します。
進路：情報処理、情報通信機器製造業、サービス、
　　　精密機器製造業、放送産業　等

【化学・生物コース】
　化学・生物工学にかかわる無機化学、有機化学、物理化学、
生物化学、基礎生物学などの専門知識を習得し、実験・実習な
どの課題解決型教育を通じて幅広く化学・生物分野の基礎技
術を習得します。さらに、計測工学や情報処理などの他分野
の専門知識や技術を学習することにより、創造的技術を有す
る化学・生物技術者を養成します。
進路：素材産業、デバイス産業、化学工業、電気機器製造業、
　　　半導体産業、金属製品　等

７応用分野の紹介

【ITソフトウェア分野】
　情報工学に関する基礎専門知識や実践能力を身につけた
高度情報化社会に適応できる人材を養成します。
進路：情報処理、情報通信機器製造業、サービス、
　　　精密機器製造業、放送産業、専攻科　等

【エレクトロニクス分野】
　電力、電子機器、電子デバイス、光応用機器などの電気・電
子システム分野などの専門知識を備え、社会基盤を支えてい

く、 独創的・実践的な技術者を養成します。
進路：電力業、輸送機器、電気・電子機器製造、通信業、
　　　交通管制、専攻科　等

【デザイン工学分野】
　機械工学にかかわる基礎専門知識や実験などをとおして
得られる実践力をものづくりに生かすことができる人材を
養成します。また、社会が必要とするものづくりにおいて、要
求を満たすための提案ができ、問題点を設定し、創造的な発
想を駆使して解決できる人材を養成します。
進路：工作機械製造、自動車、金属加工機械、印刷、重工業、
　　　食品、専攻科　等

【環境バイオ分野】
　無機化学、有機化学、分析化学、物理化学、生物化学などの
基礎専門知識を兼ね備え、環境に配慮した持続ある社会の実
現に貢献できる技術者を養成します。
進路：化学工業、石油製品、繊維工業、食品、環境分析、
　　　専攻科　等

【メカトロニクス分野】
　機械工学、電気・電子工学、情報工学、制御工学の知識を融
合させ、人間の生活向上にかかせない産業ロボット、人間支
援ロボットなどを開発、製造できる技術者を養成します。
進路：産業ロボット、電機機器、輸送機器、農業機械、自動車、
　　　医療機器、福祉機器、専攻科　等

【資源エネルギー分野】
　電気・電子工学、機械工学、化学工学の各専門基礎知識を習
得し、風力発電、太陽電池による発電など、各分野を横断的に
融合した技術による持続的なエネルギー開発ができる技術
者を養成します。
　また、資源の有効活用における資源循環型社会に貢献でき
る技術者の養成を行います。
進路：重工業、電気機器製造業、環境設備、測定機器、
　　　環境コンサルタント、専攻科　等

【材料工学分野】
　機械工学、電気・電子工学、化学工学の各専門基礎知識を習
得し、これらの知識をもとに金属材料、電気・電子材料、有機
材料などからなる新素材の開発、評価ができる実践的な技術
者を養成します。
進路：素材産業、デバイス産業、化学工業、電気機器製造業、
　　　半導体産業、金属製品、専攻科　等

アドバンストスチューデント制度により、高い技術
とコミュニケーション能力を養いグローバルエ
リートエンジニアを育成

特色
５

地域密着型CO-OP教育プログラムを実施特色
６

Reorganization of the four departments into one.

［創造工学科に改組します］

“Creative Engineering Department”.



　去る11月23日に両国国技館
で高専ロボコン2014全国大会
が開催され、「行け！！麺ズ」が
出場いたしました。
　今年のロボコンのテーマは
「出前迅速」。蕎麦屋の出前ロ
ボットがスラローム、角材、ス
ロープという障害を乗り越え、
制限時間内により多くの蒸篭

を届けたチームの勝ちというルールです。全国大会に先立ち、10
月26日、岩沼市総合体育館で行われた高専ロボコン東北大会に
は、本校から「Carry盤々」と「行け！！麺ズ」２台のロボットが参
戦しました。「Carry盤々」は１
回戦で敗退、「行け！！麺ズ」は
２回戦で敗退でしたが、東北大
会で最多の蒸篭を運んだこと、
角材乗り越えのスムーズさ、ス
ロープ上でも蒸篭を乗せた腕
を水平に保つ制御の良さ、など
が評価され、審査員推薦により
全国に駒を進めました。

　本校にとって2010年以来の
全国出場であり、３年生主体の
「行け！！麺ズ」は全員が始め
ての国技館です。ロボコニスト
の聖地とも言われる国技館を
前にして、緊張も高まりまし
た。本来土俵があるところにロ
ボコンのステージがしつらえ
られ、力士の支度部屋でロボッ

トの調整をします。セット、照明、音声、すべてが東北大会とは段
違いの規模でした。
　１回戦は判定勝ちしたものの、２回戦で敗れてしまいました。
しかし、エキシビジョンに推薦
され、他校のロボットと混成
チームを組んで行け麺の勇士
を再々度披露することができ
ました。聖地へ到達し、全国強
豪チームとの対戦を果たした
鶴岡高専のイケメンたち。来年
はいっそうの活躍をご期待下
さい。

Students’ Activities
Won the participation in National Competion of Robot Contest 2014.

Challenge to Professional Engineer.

［学生の活躍］

高専ロボコン2014 全国大会出場 増山知也機械工学科准教授

　技術士は、技術士法において「科学技術に関する高等の専門的
応用能力を必要とする事項について、計画、研究、設計、分析、試
験、評価又はこれらに関する指導の業務を行う者」と定義されて
おり、まさに「エンジニア最高峰の資格」であると言える資格で
す。また、技術士となるために必要な技能を修得する資格として

「技術士補」があります。技術士
は実務経験が必要ですが、技術
士補は誰でも受験することが
可能です。私たちは昨年の夏か
ら秋にかけて、技術士補の取得
（技術士第一次試験）に挑戦し
ました。

　技術士補を知ったきっかけは、制御情報工学科の教室に貼っ
てあったポスターでした。資格を取るなら低学年のうちにと、数
年後の就職活動も視野に入れて考えていた私たちは、先生方や
過去に受験した先輩方のお話も聞き、今年の受験を決意しました。
　決意して、いざ勉強を始めてみたものの、まず私たちがつまず
いたのは「問題文の意味がわからない」ことでした。私たちはま
だ２年生なので、専門科目をあまり学習していないこともあり
ましたが、まず問題文に含まれる単語の意味がわからないので
す。問題文がわからなければ、当然解答が導き出せるはずもな
く・・・右往左往しながらも、教科書や参考書で調べたり、先輩に
聞いたり、先生方に聞いたりして、あきらめずに努力しているう

ちにだんだんとわかるようになってきました。
　勉強も中盤になると、私たちは10年分の過去問を手にし、ひた
すら時間さえあれば解いていきました。常に１冊は過去問を持
ち歩き、すきま時間を見つけては開いていました。しかし、６月
に出願し、受験は10月・・・このような長い期間で勉強すること自
体が初めてだった私たちには、ペース配分もとても難しい課題
でした。とにかく睡眠だけはしっかりととるようにして、本番ま
での日々を過ごしました。
　無事仙台での受験を終えて２ヶ月後、12月に結果が届きまし
た。残念ながら不合格・・・あと１問というところで、私たちは涙
をのみました。
　しかし、約４ヶ月間の技術士
補挑戦を経て、私たちには
「日々勉強する習慣」と「わから
ないところをそのままにせず、
とことん調べる。あるいは質問
する」という大きな変化があり
ました。技術士補のために勉強
したことが、あとで授業に出てきたり、何かを調べるスピードが
格段に速くなったり・・・技術士補には合格できませんでしたが、
挑戦してよかったと心から思いました。
　今回の経験を胸に、また今年も必ず挑戦しようと心も新たに
して、日々努力していこうと思います。

エンジニア最高峰の資格を狙う女子学生～技術士補への挑戦～
阿部あすか・佐藤蕗子制御情報工学科２年

［高専女子特集］
Feature on NIT Female Students

Career Seminar for NIT Female Students.
NIT Female Students Support Trial Manufacturing Workshop for Junior High Students.

Preparation for “NIT Female Forum in Tohoku”.

　10月３日（金）、本校及び鶴岡メタボロームキャンパスレク
チャーホールにおいて、４名
の本校女子卒業生を招き、在
校生及び本校に興味を持つ
中学生やその保護者を対象
に、高専女子キャリアセミ
ナーを実施しました。
　本セミナーは、本校OGが
卒業後、どのような進路があ

り、どのような仕事をしている
のか、また高専時代の学習や生
活について講演いただくもの
で、今年で２回目となります。
　OG４名からは、楽しく、分か
りやすく、様々な体験談を交え
講演いただき、在校生にとって
は将来の進路選択の一助となり、また中学生や保護者の皆さん
には、本校をより深く知っていただく良い機会となりました。

高専女子キャリアセミナーの開催

　10月13日（月・祝）に、
教育研究技術支援セン
ターにおいて、「高専女
子ものづくり体験講座」
を開催いたしました。
　本講座は、簡単なLED
のランタン作りを通し
て、ものづくりの楽しさ
を知ってもらうほか、本

校学生が日頃どのような実験・実習、研究を行っているかを知っ
てもらおうと、今回初めて開催したものです。
　当日は県内各地から26名の中学生及び保護者の皆さまにご参
加いただきました。本校女子学生による飾り付けが施された華
やかな会場では、ハロウィンの帽子をかぶった先生方による挨
拶や実験実習紹介、本校女子学生の関 亜美さん、諏訪和沙さん
による研究発表が行われた後、参加者の皆さんがそれぞれ趣向

を凝らしたLEDランタンを作成しました。
　参加者の皆さんの中には、思わず時間を忘れてLEDランタン
の飾りつけに没頭される方も。本校女子学生８名によるサポー
トもあり、無事全員がランタンを完成させ、最後は作ったランタ
ンで早速ハロウィンパーティーが開催されました。幻想的で和
やかな雰囲気の中、参加者のみなさんが本校女子学生に積極的
に質問する様子も見られ、講座は盛況のうちに終了いたしました。
　体験講座終了後は、本校の
実習工場を中心とした校内
見学が行われ、参加者の皆さ
んは普段あまり目にするこ
とのない大型機械等を興味
深そうに見学していました。
　参加いただきました中学
生・保護者の皆さま、本当に
ありがとうございました。

高専女子ものづくり体験講座の開催

高専女子フォーラム in 東北に向けて

高専女子特集
今、理系女子がアツい ！  もちろん本校も例外ではありません。
今回は鶴岡高専女子関係の行事に加え、女子卒業生の今 Special もあわせてご紹介します。

　高専女子フォーラムとは、高専女子学生が企業関係者や女子
中学生及び保護者の方々に向けて、高専教育や課外活動、寮生
活、研究活動等について紹介する取り組みです。併せて参加企業
による企業紹介や、高専における男女共同参画の取り組みの紹
介等を発表する場も設けています。
　この高専女子フォーラムは、女子学生にとっては自分自身の
キャリアを考える大きな機会であるほか、プレゼンテーション
能力の向上等も期待できます。また、企業の方は高専教員や女子
学生との関係づくりを通して現在の高専教育を知ることができ
ますし、女子中学生とその保護者の方々は、高専の女子学生の教
育と進路について貴重な情報を得ることができます。
　平成23年度には全国の９高専が連携し、第１回目の全国高専
女子フォーラムを東京で開催しました。その後各地区で高専女
子フォーラムが開催され、ここ東北地区においても平成27年12
月19日に「高専女子フォーラムin 東北」と称し仙台市で開催する
こととなりました。
　この「高専女子フォーラムin東北」に向けて、東北地区の各高
専は高専女子フォーラム学生実行委員を選出し、委員となった
女子学生がポスターや中学生向け・企業向け冊子を共同で作成
しています。これにより、東北地区７高専の女子学生は、これま

で以上に交流と連携を深めていけるものと思います。
　本校でも、昨年の春に３名の女子学生が高専女子フォーラム学
生実行委員に任命され、うち２名が９月に札幌で開催された「高
専女子フォーラムin北海道」の視察を行いました。また、各高専を
結ぶテレビ会議システム等で、学生による実行委員会をこれまで
に３度行い、これからの取り組みについて話し合っています。
　11月からは学生協力実行委員をさらに４名増員し、活動を
行っています。12月の東北地区高専リーダー交流会で設けられ
た「高専女子フォーラム分科会」には、７高専から26名（本校から
は３名）の女子学生が参加し、中学生向け・企業向け冊子の作成
状況のほか、準備について非常に活発な議論が交わされました。
実行委員の女子学生は、日々の学習やクラブ活動等の合間を
縫って、具体的な準備を着々と、そして生き生きと進めています。
この経験が、参加してい
る女子学生にとって将来
必ず役立つであろうこ
と、また、女子学生の交流
が、東北地区高専全体の
大きな財産になるものと
確信しております。

上松和弘男女共同参画推進委員長



Feature on NIT Female Students
Female Graduates' Today.

［高専女子特集］

　私は平成21年度に物質工学科を卒業し、北海道石狩市にある
応用医学研究所という会社に勤め、日々医薬品の分析を行って
います。
　医薬品の分析といっても、自社で医薬品を製造しているので
はなく、他の会社より委託を受けた医薬品などを分析していま
す。この仕事をしていて、私が携わった医薬品が病院で処方され
ることや薬局で見かけることがあります。そのようなときに「私
も誰かの役に立っている」と思い、自分の仕事にやりがいを感じ
ています。そして働いていて高専で学んだこと、例えばエクセル
の数式の使い方やUV計の使い方などは働いてからも役に立っ
ています。
　高専に通っていた頃は４年間寮生活をしていました。女子寮
は割ときれいで過ごしやすかったですし、人数も少なかったの
でテレビのチャンネル争いが起こることもそんなになかった気
がします。未だに、寮の門限に間に合わないと友達と一緒に叫び
ながら自転車をこぎ続けたことは忘れられない思い出です。
　社会人になって思うのは、学生のうちに遊ぶことはとても大
事だということです。社会人になるとそれまで遊んでいた友達
も皆、別々の土地で働き始めました。集まろうとしてもなかなか
予定が合わず、学生のときには思い立ったらすぐに遊ぶことが
出来たことがどれほど恵まれていたのかを思い知らされまし
た。
　そして社会に出ると、様々な人と一緒に仕事をしなければな
りません。自分と考えの違う人や何をどうやっても遺伝子レベ
ルで好きになれない人。学生の頃もそのような人がいたような
気もしますが、仲の良い友達がいたことなどによっていつの間
にかすり抜けてきたように思います。働けば必ず周りの環境が
変わり、苦手な人が１人や２人出て来てもおかしくありません。
学生ならば「嫌な人は嫌だ」とすぐにシャットアウトすることが
可能ですが、社会人になってそんなことを言っていると仕事に
なりません。自分の中でうまく折り合いをつけるということが
とても難しいと思いました。
　ここまで私が社会人になって思うことを書いてきましたが、
一番思うことは当たり前のことですが「学生と社会人は違う」と
いうことです。社会人になり仕事をして、お金をもらうというこ
とはそれ相応の責任や義務が生じます。学生のときは許されて
いたことも社会に出たら通用しないことが多いと思います。思
い切り遊ぶことも様々な人とうまくやっていくことも学生時代
のときに経験しておいた方が、社会人になったときにスムーズ
に生きていけると思います。
　ぜひ悔いのない学生時代を過ごして、新しい生活に臨んでく
ださい。

■自己紹介
　はじめまして、石山優と申します。平成23年度に鶴岡工業高等
専門学校（以下、高専）の電気電子工学科を卒業し、その後、新潟
大学 工学部３年次へ編入、現在は新潟大学大学院に在籍してい
ます。高専卒業から早くも３年が経ち、気がつけば大学院まで進
学していました。３年間を言葉にすれば短いですが、思い出を振
り返ればとても長く、そして一日一日が楽しい日々であったと感
じます。
■編入後の日常
　編入当時は、同学科の編入生が他３名（男子）居たので、交友関
係について不安はありませんでした。その４人で実験レポートを
徹夜で作成した日は、今では楽しい思い出です。他にも同学科の
女子と一緒にお話ししたり、試験問題で分からないところを教え
あったりと、環境に恵まれていた学部時代でした。現在も、指導教
員をはじめ研究室の学生皆に良くしていただいているおかげで、
笑顔の絶えることのない、とても楽しい生活を送れています。
■憧れの先輩達
　現在は大学院生ですので研究を主に毎日頑張っています。そ
れだけでなく、部活動（合気道部）や課外活動（リケジョ塾）にも
積極的に参加し、充実した毎日を過ごしています。ですが、それ
らの予定が重なる日は体が追いつかなくなる時もありました。
それでも続ける意思を曲げずに今までやってこれたのは、私自
身が最初に「やる」と決めたからに他なりません。
　この様に思うようになった理由は部活の先輩の姿に憧れたか
らです。先輩方は文武両道、ONとOFFがしっかりでき、決して
「忙しい」を言い訳に部活を休んだりしませんでした。大学３年
生となれば授業も専門教科が増え、課題もたくさん出ている時
期です。そんな中、日々部活へ来て私達に優しく合気道を教えて
くれる先輩に心から憧れ、尊敬しました。そんな先輩の姿を追い
かけ、今となっては「諦めるくらいなら満足いくまで頑張ってや
る！」と当たり前に思える自分となれました。
　「頑張ろう！」と気を張り続けていると、時には辛く感じてし
まう時もあります。まだ…まだ…と自分に言い聞かせるのも大
変です。それでも先輩たちの姿を思い出せば、私は「頑張れ自
分！」と自身を応援し、「やる」と決めたことを自分なりに最後ま
で頑張れるのでした。
■伝えたいこと
　私が皆さんに伝えたいことは「自分が未来へ進むための【鍵】
を自分で見つけて下さい」ということです。自分が強く願う先が
あるのならば、最後まで精一杯頑張ってみて下さい。その鍵で開
いた扉の先にはきっとまた扉が待っています。それを繰り返し
て今→未来へと進んで行くのだと思います。進んだ先に「当たっ
ていた」「間違っている」なんてことはなく、自分自身がどんな思
いでその鍵を得たのかが重要なのだと思います。少なくとも私
は、そう信じています。だから、今日も私は鍵探しに全力で、毎日
を「楽しい」と感じて生活することができています。

　物質工学科を卒業し、㈱高研に就職して２年が経とうとして
います。弊社の主な事業内容は医療機器、生体モデル、コラーゲ
ンの３つに分かれており、私は生体モデルの開発を行う部署に
所属しています。モデルは医大や看護学校の実習に用いられる
もので、人体になるべく近いものを要求されます。求められる構
造や感触を再現するためには、多くの失敗を伴う場合が少なく
ありません。しかし、自らが開発に携わった製品に好評の声を頂
けたときは、その苦労が報われるようで本当に嬉しく思います。
仕事の楽しさと厳しさを感じながら、毎日楽しく過ごしていま
す。
　私が高専を志望したきっかけは、兄の進学でした。高専に入学
した兄が楽しそうに話す学校の様子は非常に興味深く、進路を
決める時には真っ先に高専が思い浮かびました。その際、数学が
とても苦手な私には、理系の学校に進むことへの大きな不安が
ありました。しかし就職率が例年ほぼ100％であること、興味の
ある化学の分野を学びつつ数学と向き合えることを考えて受験
を決めました。実際に在学中の数学の勉強にはとても苦労しま
したが、先生方と友達の協力のおかげで諦めずに挑戦すること
ができました。
　加えて４年生までの寮生活では、精神的に大きく成長したと
思います。他人との共同生活で苦労もありましたが、修学旅行の
ように楽しい毎日でした。さらに複数の部活に所属していたた
め、他の科や学年の方々とたくさんの交流がありました。先輩の
視野の広い意見、友達の柔軟な考え方、後輩の新しい発想には何
度も助けられました。
　就職後、学生時代にもっと勉強すればよかったと後悔すると
いうのはよく耳にしますが、実際その通りだと実感しています。
基礎知識のある・なしで理解の早さと深さは段違いになります。
学生のうちに様々な分野の知識を貪欲に吸収することで資格も
取りやすくなり、将来の道を広げることにつながります。その際
に得た知識や情報は、なぜそうなるのかを考える癖をつけてお
くべきだと思います。就職してから必要な能力は上司の意見を
鵜呑みすることでなく、まず自分で考えることです。考える癖は
一朝一夕で身につくものではありません。日頃から意識するこ
とで、ぜひ『考える』ことができるひとになってください。

平成24年３月　電気電子工学科卒業
新潟大学大学院自然科学研究科電気情報工学専攻
修士課程１年

平成22年３月　物質工学科卒業
株式会社 応用医学研究所
中央研究センター　第５グループ

平成25年３月　物質工学科卒業
株式会社 高研
第二開発部

平成22年３月　制御情報工学科卒業
平成24年３月　専攻科 機械電気システム工学専攻修了
富士通株式会社
データマネジメント・ミドルウェア事業部　第１開発部

　私は、平成21年度に制御情報工学科を卒業後、専攻科の機械電
気システム専攻へ進学、平成23年度に修了し、富士通株式会社に
入社しました。現在は、ビッグデータ活用ビジネスを加速する、
データウェアハウス（データベース（データを蓄積、管理するシ
ステム）の一種）製品を開発するプロジェクトで開発者として働
いています。
　私は、入学当初、具体的な将来の夢を持って鶴岡高専に入学し
たわけではありませんでした。５年経ったらエンジニアになる
のかな、と漠然と考えていました。
　将来どうするかわからない不安を少し抱きつつ、新しい仲間
とスタートした鶴岡高専生活は、私の人生を変えた大事な時間
だったと思います。
　中学生のころ、私は勉強が好きではなく、勉強を自主的に行わ
ない生徒でした。ですが、鶴岡高専で、自分の分野についてイキ
イキと話す先生や、専門分野の授業が楽しく、自然と勉強が好き
になりました。そして、高専で学んだことから自分の将来像を
じっくり考え、進学、就職を決めることができました。
　また、鶴岡高専では私の人生観をガラリと変えたものがあり
ます。それは英語に対する意識です。本科２年生までは英語が全
く理解できず、日本語で生きていくからかまわないと思ってい
ました。しかし、３年生の時に出会った英語の先生により海外の
人とのコミュニケーションの魅力について教わり、英語が好き
になりました。その後、鶴岡高専では留学プロジェクトが始ま
り、私自身も専攻科１年生の時にフランスに留学させてもらい
ました。日本とは異なった文化、人々に触れ、自分たち（日本）だ
けではなく、世界の人が視野に入るようになりました。
　現在私が所属するプロジェクトでもグローバルに向けた製品
開発を行っております。また、私は海外の方とお仕事をしてお
り、定期的なミーティングでは英語で会話することで、相手のモ
チベーション向上や、円滑な話し合いをすることができていま
す。英語ができることで、世界の人と会話ができるようになりま
した。仕事の幅も広がり、またプライベートでも楽しさが広がり
ました。
　今、鶴岡高専では留学プロジェクトが拡大し、多くの学生に英
語に触れるチャンスが広がっていると思います。ビジネスは日
本だけではなく、世界に拡大しています。「英語ができる」はエン
ジニアとして大きな武器です。ぜひチャンスを活用して、楽しん
で英語を学んで欲しいと思います。
　私は良い鶴岡高専生活を過ごせたと感じていますが、学生時
代にやっておけばよかったと思うことがあります。１つめは、外
部イベントに参加することです。ネットワークやデバイスなど
の外部セミナーに参加して、技術について学んだり人脈を広げ
たりしたら良かったと思います。２つめは、旅行することです。
長期休みを利用して国内、海外さまざまなところでいろんな経
験をすればよかったなと思っています。
　ぜひ、友達といろんなことに挑戦して、楽しく充実した学生生
活を送ってください。

女子卒業生の今 Special 毎号好評の「女子卒業生の今」。
今回は高専女子特集の一環として、社会の第一線で活躍する卒業生の皆さんのほか、
大学院生として研究にまい進する卒業生の方も加えたスペシャル版でお届けします。

岡 部 芽 実 金 　 　 栞
こん　　　　　　　　　しおり

石 山 　 優上 林 彩 華



Factory visit in Singapore

［海外工場見学］

　こんにちは、インドネシアから来た留学生のイバートです。日
本人だと間違われたことがあります。では、これから鶴岡と僕の
鶴岡での生活について話したいと思います。
　まずは鶴岡はとても静かな所で、我々学生にとってとても勉
強しやすいです。東京より鶴岡の人口は少ないけど、鶴岡の人た
ちは優しくて温かい人なので、挨拶したらきっと返事してくれ
る方々でしょう。もっと親しくなれば家族同然に接してくれる
と思います。
　そして、日用品についてです。鶴岡に来る前は、よく皆に鶴岡
は田舎で、コンビニがあまりなくて、とても不便だと言われてい
ました。しかし実際はそこまで不便ではないと思います。確かに
寮からスーパーまで自転車で10－15分位かかりますが、それは
仕方がないと思います。コンビニは思ったより多かったです。ち
なみに、学校から一番近いコンビニは自転車で５分位です。日用
品なら、ここで十分だと思います。もし自分が日用品以外を求め
るならば、インターネットで購入するしかありません。
　次は、学校についてのことです。留学生にとって一番大変な問

題を僕が聞かれたらや
はり「日本語」と絶対に
答えます。ですが、鶴岡
高専の先生方は親切な
方なので、授業の中で
分からない所があった
ら絶対教えてくれ、自
分も勉強に対して少し
安心することができま

す。同級生も、分からないことを教えて
くれる親切な人たちです。しかも面白
い人たちです。それだけでなく、教務係
の方々、部活の先輩、寮で働いている
方々もそのような人たちです。
　鶴岡に来てよかったと何回も思いま
した。ここの人たちはとても素敵な人
たちです。ただ冬の寒さは日本でも特
に寒い方です。鶴岡はいい所ですが、冬
はヒャッコイ。

　私はマレーシア出身のイブヌです。昨年の４月に日本に来ま
した。鶴岡は東北地方にあるので、だいたい冬季に雪が降りま
す。実は雪がどんな感じか体験したいという理由もあり、鶴岡に
来ることを決めました。しかも、鶴岡市は地震とか津波などとい
う災害がほとんどないので、安全に生活することができます。さ
らに、鶴岡は山に囲まれて、たくさん緑があるし、空気も新鮮で、
すごくいいところだと思います。そんな環境だから勉強もうま
くできます。
　鶴岡高専で毎週の土曜日に本間京子先生から日本文化につい
て勉強しています。日本にはさまざまな文化やマナーなどがあ
ります。本間先生は私たち３人の３年留学生を、鶴岡の名所や人
気がある面白いところに連れて行ってくれました。善宝寺で座
禅を体験しましたこともあります。25分だけでしたが、それはも
う長く感じました。何も考えないで足を組んでじっと座ること
が大変でした。しかし、本間先生は他の日本人は座禅をもっと長
くできると言っていました。私たちにとってそれは信じられな
いほどのことでしたが、日本人にとってそれはたいしたことで
はないようでした。お
茶会にも参加したこ
とがあって、私たちに
もお茶を飲ませてく
れました。変な味を感
じて最終まで飲むの
が大変でした。隣の人
を見ると普通に飲ん
ですばらしいと思い
ました。
　そして、アニメも日本の文化なので、
とても楽しいです。アニメ好きの私に
友達がいろいろなアニメを勧めてくれ
ました。すごく面白いので毎日忙しく
ても絶対にアニメを見ます。
　僕の人生の一部となるので、鶴岡で
の留学は実にいい経験だと思います。
日本の文化は私にとってとても面白い
と思います。もっと日本の文化を学び
たいので、ぜひ教えてくださいね。

International Students at NIT, Tsuruoka College

［留学生とチューターの声］

　私は今年度、初めて留学生のチューターをやらせてもらいました。最初頼まれた時は、留学生の方と上手くコミュニケーション
がとれるか？自分はちゃんとサポートできるかなどと多くの不安がありました。しかし実際に留学生の方と話をしてみるとその
ような不安は無用でした。留学生の方は皆、日本語が上手く逆に自分が日本語を教えてもらうこともありました。また教科書だけ
では知ることのできない現地の気候や遊び、特産品なども教えてもらうことで日本との違いを知り、より海外の文化や風習に興
味を持つことができました。そして私も日本の文化や風習を知ってもらおうと、毎週一緒に行う勉強の時間で少しずつ日本のこ
とを教えています。その際、よく分からないことはインターネットなどを使って調べ、自分も日本の文化や風習を見直すいい機会
となっています。
　留学生の方々は勉強をしに祖国から遠い日本に来て、寮では自炊をして生活をしています。そのようなことは自分ではとうて
い考えられないことなのですごく尊敬します。チューターという立場からできる限りサポートをし、少しでも留学での心配事や
不安を取り除き鶴岡高専での有意義な時間を過ごしてもらえたらいいなと思っています。
　最初のころは心配や不安が多くありましたが、今では楽しみや興味のほうが上回っています。留学生の方と話をするたびに新
しい発見や驚きがあります。これからも様々な話を聞いたり教えたりし、自分の世界を広げていきたいと思います。

チューターをしてみて　機械工学科３年　阿部和音

　例年タイで行わ
れていた海外工場
見学ですが、今年
はタイの情勢が不
安定だという事
で、今年はシンガ
ポールに行ってき
ました。主にニー
ア ン ポ リ テ ク
（ N g e e  A n n  
Polytechnic）とい
う大学とキッコーマンのシンガポール工場を見学しました。
　ニーアンには高専のように様々な研究室がありました。プロ
グラムの授業、多種の３Dプリンタ、車等を見学しましたが、説明
が英語で行われるので、残念ながら詳細はあまり理解できませ

んでした。また、ニーア
ンでは学生と交流もし
ました。私はあまり英
会話は得意ではありま
せんが、ニーアンの学

生が簡単な英語を使って話してくれたり、私の話も理解しよう
と聞いてくれたおかげで、思っていた以上にたくさん交流がで
き、楽しい時間を過ごすことができました。
　キッコーマンの工場見学では主に醤油作りを見学しました。
おそらく誰が聞いても、これが高専での勉強に関係あるのか疑
問に思うと思うのですが、海外工場見学で学ぶべきは細かい仕
事内容ではなく日本の工場との違いについてだと思います。海
外の工場に勤めている方に、海外工場の利点、欠点、特徴等様々
なお話を聞きましたが、中でも印象的だったことは、出荷品に貼
るラベルに特殊印刷を施していることです。日本国内で販売す
る場合であれば不要なのですが、海外ではキッコーマンのブラ
ンドを使った偽装品があるため、その防止のために特殊印刷が
必要ということで、日本との違いを強く感じました。
　今回私が海外工場見学を希望したのは、昔から外国に興味が
あったからです。旅行にしても仕事だとしても将来は色々な国
に行ってみたいという憧れがありました。今回初めてシンガ
ポールを訪れてみて、良くも悪くもメディアなどから得ていた
イメージとは異なることも多く感じられました。日常英会話で
は複雑な文法や難しい単語を使うことは無く、本当に基礎的な
文法を使えることが最も大切なのだと知りました。このように、
志望理由は簡単であっても、実際に行って初めて学べたことは
たくさんありました。
　海外工場見学では頼りになる先生方が引率してくれますし、
自由行動の日もあったので、初めてでも安心して楽しむことが
できます。海外に行ったことがあるという経験は、外国語技術の
ためだけでなくこれから何かに挑戦していくためのきっかけに
なり、自分を成長させてくれると思います。今回実際に日本語が
伝わらない生活を経験して、他国の人と交流する機会を与えて
もらえたことは私たち海外進出を希望する学生にとって大切な
機会だったと思います。

電気電子工学科４年　齋藤　樹機械工学科４年　鈴木里奈
　夏のインターンシップで英語の大切さを実感してから英語文
化に触れてみたい、英語への意識を変えたいと思い、海外工場見
学へ参加をしました。海外工場見学を通して学べたこと、楽し
かったことがたくさんありました。そして、英語への意識も変え
ることができました。
　見学させていただいたニーアンポリテクニック校はとても規
模が大きく開放的で、学科もたくさんありました。そして、女子
がとても多かったです。研究室では３Dプリンターを使っての実
習や、自動車を学生達で作り上げて大会に出場するという大き
なことをしていてとても魅力的に感じました。以前に鶴岡高専
に短期留学したことのある学生と交流することもでき、シンガ
ポールの観光名所を教えてくれたり、日本のアニメに詳しかっ
たりとおもしろかったです。
　日本の企業であるキッコーマンシンガポール工場も見学させ
ていただきました。日本の11月は寒いのに対し、シンガポールの
11月は気温30℃を超え
る夏なので製造方法を
変えることや、従業員
の転職が一般的なこと
など、驚くほど日本と
の違いを多く知ることができました。「海外で
働くことは大変だが、日本人らしさを忘れてはい
けない。」という現地で働く日本人の方の言葉を聞い
て、日本人らしさとは…？と考えさせられることもありました。
もっと海外に目を向けて行こうと思った言葉でした。
　シンガポールの工場見学旅行中は自由に行動できる時間も多
く、私たち学生だけでMRT（日本で言う地下鉄）に乗って観光を
したりもしました。街の中では英語で会話をする機会がたくさ
んあり、今まで英語に対して苦手意識がありましたが、「自分が
伝えたいことが伝わる」ということが楽しくなり、もっと英語が
できるように、積極的に話せるようになりたいと前向きに考え
るようになりました。
　今回の海外工場見学は「百聞は一見に如かず」がたくさんあ
り、シンガポー
ルで新しいこと
をたくさん学ぶ
ことができまし
た。これからの
自分の将来につ
いて考えさせら
れ、今まで消極
的だった自分を
変えることがで
き、良い経験に
なりました。来
年度はもっとた
くさんの人に海
外工場見学に参
加してもらいた
いです。

留学生の声

物質工学科３年　イ バ ー ト機械工学科３年　イ ブ ヌ 海外工場見学に参加して

海外工場見学

Factory Visit in OverseasInternational Students
in Tsuruoka NCT



［国際交流］

国際 交流国際 交流

こんにちは、国際交流支援室です
　国際交流支援室では、以下のような業務を行っています。
１. 学生および教職員の国際交流の推進
２. 海外の大学等の国際交流協定に関すること
３. 学生及び教職員の海外の指定校への派遣
４. 学生および教職員の海外の指定校からの受入れ
５. 外国人留学生の教育指導
６. 留学生の生活指導
７. 外国人研究員の受入れ
８. その他、国際交流の推進に関すること
　現在、鶴岡高専ではフィンランドのトゥルク応用科学大学、ヘ
ルシンキ応用科学大学、フランスのリールA技術短期大学、タイ
のキングモンクット工科大学、泰日工業大学、シンガポールの5
つのポリテクニック、インドネシアのガジャ・マダ大学、アメリ
カのレッドロックス･コミュニティカレッジ、中国の中原工学院
と学術交流に関する協定を結び、積極的な国際交流活動を行っ
ています。

キーワードはグローバル人材
国際的に活躍できる技術者の育成を！

　近年の経済活動のグローバル化の中で、今では大企業だけで
なく中小企業においても、海外とのかかわりを抜きにしては成
り立たない時代になってきています。日本人技術者は、本人の意
思とは関係なく、国際的な環境の中で生きていかなくてはなり
ません。そこで、鶴岡高専では｢国際的に活躍できる技術者の育
成｣を目指し、｢英語を話す高専生｣ではなく、｢英語で学び、英語
で仕事をする高専生｣を育成しています。

留学生と学生生活

　2014年春には、マレーシアから２名、インドネシアから１名が
長期留学生として３年生に編入しました。マレーシア、モンゴ

ル、ラオスからの
上級生に加え、合
わせて9名の外国
人留学生が、３年
間の学生生活を鶴
岡高専で送ってい
ます。それに加え、
３ヶ月の滞在をす
る短期留学生とし

て、フランス３名、フィンランド１名、タイ４名の８名が、４月に
来校し研究を開始しました。
　留学生には１名ずつチューターと呼ばれるガイド学生がつき、
学業と生活の両面で留学生をサポートします。短期留学生の
チューターは英語でのコミュニケーションが主なため、苦労しな
がらも英語のスキルを向上させていきます。留学生は寮での暮ら
しの中で日本の生活習慣を身につけ、学生と交流します。

2014年上半期の出来事を中心に
鶴岡高専の国際交流活動をご紹介します

◆３月　シンガポール
　へ本科生19名が短期
　留学（次ページ参照）
◆５月　東北エプソン･
　酒井社長をお招きし
　てのシンガポール短
　期留学帰国報告会
◆６月　ベトナム･　
　ホーチミン工業大学
　副学長及びベトナム商工省人材育成局長らの視察受入
◆７月　出羽庄内国際村のコロラドスタディツアーに本科４年
　生１名が参加
◆８月　高専生のた
　めの英語集中講座
　（シンガポール）に
　本科４年生１名が
　参加
◆９月　シンガポール・ニーアンポリテクニックよりラーニン

　グビジットで学生20
　名と教員２名が来校
◆９月　タイの泰日工
　業大学と人材交流協
　定締結
◆10月　ホーチミン工
　業大学より教員の研
　修受入

◆10月　モンゴル高専プロジェクト視察受入
◆10月　タイの泰日工業大学より教員と学生の視察受け入れ
◆11月　本科４年生の希望者６名が工場見学でシンガポールへ
　（P11参照）、下旬にはISTS（持続可能な社会構築への貢献のた
　めの科学技術に関する国際シンポジウム）で論文が採択され
　た４名の学生と指導した教員が台湾へ
◆12月　メキシコ高専一行の視察受入

シンガポール　ニーアン･ポリテクニック
19名参加 （2014年3月21日～29日）

●改めて英語の重要性を再認識、英語力を向上させようという
気持ちが生まれた。（４B　奥泉園子）　●海外に友人ができて毎
日メールを送り合っている。一生の宝物となった。（４B　伊藤く
るみ）　●留学中もっと自分らしくいてもいいのではないかと
感じた。自分ってこんな人！と表に出せば出すほど、会話のネタ
になった。どんどん人に話しかけることが出来るようになった。
完璧な英語でなくて良いという事が衝撃だった。物怖じしなく

なり、良い意味で度
胸がついた。（４E　
佐藤さくら）
●エプソン見学は進

路を考える参考になった。海
外を身近に感じるようになっ
た。（４M　阿部勝汰）　●エ
プソンで働く日本人の生の声
を聞き、海外で働きたい気持
ちが強くなった。私達の住ん
でいる庄内が意外に海外と親
密に繋がっていることがわ
かった。より広い視野を持ち、
海外の友人達とより良い意思疎通を図りたいという思いから、
英語に対する学習意欲も高まった。（４M　奥泉伸一）　●簡単
な英語でも伝わるのだと感じた。聞き取り能力とボキャブラ
リーを増やしたい。（４M　遠藤　樹）　●人との交流は改めて
素晴らしいと感じた。専門分野に対する意識が高くなった。文化
の違いを知り、他国の文化にも興味がわいた。英語の勉強に対す
る大きな意識変化が芽生えた。（４I　吉田尚平）　●勉強に対す
る意識が更に高まった。現地の方や一緒に行った仲間と触れ合
うことで、自分から話しかけることに抵抗が薄れた。（４I　齋藤
恭兵）　●英語をもっと一生懸命勉強したくなった。また外国に
行きたくなった。（４E　佐藤　命）　●エプソンで、海外で働く
日本人の生の声を聞けたことに価値があった。留学前は「どれだ
け英語を話せるか」という部分にばかり焦点を当てていたが、実
際はどれだけコミュニケーションを取ろうとするかという姿勢
も同じくらい大事だと実感した。（４E　山口雅仁）　●知らない
人に話しかけることに抵抗が減った。前より英語が聞き取れる
ようになった。（４E　小池知哉）　●エプソンで、海外で働く日

　

本人の生の声を聞くことが大きな参考になった。この留学のお
蔭で脳の吸収のスポンジが格段に大きくなり、英語に対する吸
収力も上がった。（４M　小林雅季）　●自分の中で変化を超え
革命が起きた。日本語も英語も会話のきっかけは「相手に興味を
もつこと」だ。目指すは、趣味や特技などを増やすことで「人に興
味を持ってもらえる自分」。（４I　菅原　円）　●まだまだ自分
の知らない世界がたくさんあること、英語能力の必要性を再認
識した。（４B　石川駿輔）　●英語を話せないことを痛感したの
で、普段気になる英単語を調べ語彙を増やしている。（４M　大
滝　 匠）　●会話が楽しいと思え、アクティブになった。英語に
対する意識が大きくなった。（４I　大瀧 晃）　●人見知りが改善
し、積極的になった。英語がより好きになった。（４E　富樫祐介）
　●話が通じた時の楽しさが分かり、「もっと話してみたい」と
思えるようになった。（４E　堀　夏樹）　●英語に限らず勉強の
モチベーションが上がり、規則正しい生活ができるようになっ
た。（４M　本間拓瑠）

フランス、リールＡ技術短期大学留学報告
専攻科物質工学専攻２年　佐藤祐歩
（2014年2月14日～3月31日）

　私はフランスのリールに６週間滞在しました。そこでリールA
技術短期大学に隣接するUMETという研究機関で、研究員の方
たちの実験の手伝いや、それに伴うディスカッションをしまし
た。また日本語の授業をおこなっているクラスに参加して、現地
の学生と交流することもできました。
　滞在している間、私は近くの学生寮に住んでいました。わから
ないことや不安なことは同じ建物に住んでいたフランス人の友
達にその都度聞くことができたので、安心して生活することが
できました。マリーンという女子学生が、４月から鶴岡高専に留
学することが決まっていたので、彼女とは特に親しくなりまし
た。食事は近くのスーパーマーケットで食材を調達し自炊をし
ていました。
　休日は友達がいろいろなところに連れて行ってくれました。
有名な観光地に行ったり、友達の家にホームステイをさせても
らったり、乗馬も初めて体験しました。
　フランスの街中では英語はあまり通じず苦労したので、もっ
とフランス語を勉強していけばよかったと思いました。しかし
言葉の通じない環境でコミュニケーションをとる力が付いたと
思います。
　留学する前は不安な面もありましたが、異文化での生活は刺
激的なことばかりで、あっという間の６週間でした。私が思って
いたよりもたくさんのことに出会うことができたので、留学し
てよかったと思って
います。これからも
いろいろなことに挑
戦していきたいと思
いました。海外留学
を迷っている学生が
いたらぜひ行っても
らいたいです。

International Exchange

International Exchange

鶴岡高専では、異文化交流、語学研修、専門知識研修を目的として、短期留学を行っております。
以下は、シンガポール、フランスの短期留学に参加した学生の体験談（抜粋）です。



Special issue of Kakuho 2014
Kakuho is the paper published by the students’committee. 

Introducing the main activities of students’committee in 2014.

［学生会「鶴報」特別号］

　現在の学生会は１年生から４年生まで合計17名で活動してい
ます。
　常時活動として、毎週水曜日の定例会と毎週金曜日の昼休み
にゴミ拾いを行っています。毎週水曜日の定例会では、学生会企
画の計画や準備、鶴報の作成、発行などを行っています。毎週金
曜日のゴミ拾いでは校舎周辺の２つのコースを隔週でまわって

います。ガムや飴の包み紙、紙類
が落ちていることもありますが、
落ちている量は徐々に少なくなっ
てきていると思います。これか
らもゴミは分別してゴミ箱へ捨
てていただきたいと思います。
　また、部長会を年に数回行っ
ています。各部部長から高専体
育大会等の大会への意気込みや
成績報告、部長同士での意見交
換や学生会への要望等につい
て、より良い部活動にするため
に話し合いを行っています。

　それでは、このほかの主な活動記録をご紹介いたします。

 ５月

○校内体育大会
　校内体育大会は、各学科の１～５年生に加え、専攻科生と教職
員も参加する大イベントです。特に1年生にとっては、まだ慣れ
ないクラスメイトと仲良くなるチャンスの場であり、上級生に

とってもクラスが団結するための重要な場となっています。ク
ラスTシャツを作るクラスもあります。
　競技は毎年変わります。今年度は、サッカー、バドミントン、バ
レーボール、ミニ駅伝でした。
　今年度は雨が降る中での開催となりました。サッカー競技は
残念ながら雨天中止となってしまいましたが、ミニ駅伝は実施
され、沿道に集まった人から応援を受けながらそれぞれがすば
らしい走りを見せてくれました。雨が降っていた分、屋内競技が
盛り上がり、特にバドミントンのスマッシュやバレーボールの
スパイクが決まると会場がわいていました。
　来年度の体育大会も学年に関係なく熱戦が
繰り広げられることを期待します。

 ７月

○東北地区高専体育大会壮行式

　毎年７月に行う東北地区高専体育大会壮行式は、学生会が主
催しています。出場する選手は決意表明をし、その他の学生は選
手の応援を行います。また、先生方からも応援をいただいていま
す。

学生会活動学生会活動

鶴　鶴　報鶴　報 KAKUHO
特　別　号

○七夕企画
　七夕企画は、昨年度
同様、学生・教職員の
皆さんが願いを込め
た短冊を、正面玄関に
設置した竹に吊るし、
学生会が叶えられそ
うな願いを選んで叶
えるという企画です。
中には叶えられない
願いもありましたが、昨年度よりも叶えられた願いが増えたの
で良かったです。皆さんが真面目な願いからユニークな願い、大
きな願いから小さな願いまで、多くの願いを
書いていただき大変うれしく思います。

 ８月

○東北地区高専学生交流会、全国高専学生交流会
　学生会は夏休み中に開催される東北地区及び全国の高専学生
交流会に毎年参加しています。他高専との数少ない交流の場の
１つになっており、各高専の学生会の代表がそれぞれの学生会
活動をより良いものにするために活発な意見交換を行います。
参加した学生は今後の活動に役立たせることができるよう努力
しています。

 10月

○最大のビッグイベント！高専祭
　毎年10月下旬に行われる高専祭は、１年の中で最も盛り上が
るイベントです。今年の
高専祭も音楽部による
ライブや各クラスの模
擬店、クラス企画のほか
さまざまなステージ企
画がありました。
　高専祭は、学生が主体
となり運営しています。

開催にあたっては、各クラスから
高専祭実行委員が選出され、高専
祭実行委員会が結成されます。
　高専祭実行委員会は企画・パン
フレット・看板の３つの部署に分
かれ、実行委員長のもと高専祭の
成功をめざし準備を進め、夜遅く
まで準備に取り掛かる部署もあ
りました。

　高専祭当日は朝早くから集まり準備や打ち合わせを行いまし
た。そして、実行委員や学生会さらに教職員が連携し、ステージ
企画の進行や交通整理、金券販売などを行いました。
　今年度は金曜日と土曜日の２日間にわたって開催されまし
た。一般公開は２日目のみでしたが、２日間とも大いに盛り上が
りました。金曜日は風が強く一時模擬店の販売が危ぶまれまし
たが、次第におさまり、晴天にも恵まれ無事に開催
できたことをうれしく思います。

 12月

○クリスマスイルミネーション企画
　クリスマスイルミネーション企画は、毎年12月頃に正面玄関
前と学寮玄関前にイルミネーションを設置する企画です。準備
や電源の関係であまり大きなものはできませんでしたが、少し
でも楽しんでいただければと思い企画しました。

 最後に

　今年度もみなさんのご協力がおかげで無事に活動を行うこと
が出来ました。今後とも学生会をよろしくお願い致します。



　新入寮生（１年生・留学生・編入生）を寮生会役員
と指導寮生が心を込めて迎えます。１年男子80名、
女子12名の計92名、編入生が５名、留学生が３名
で総数100名が温か
く迎えられました。

　寮の年間活動計画、寮生会の予算等について話
し合われます。寮生会総会は年２回行われますが、
１回目の総会では１年生の自己紹介式も催されま
す。今回も先輩たちのあまりありがたくない盛り
上げに負けず、新１年生もそれぞれの個性が光る
自己紹介をしてくれました。

　毎年恒例の地元町内会（塔和会）との清掃活動。
多くの寮生が積極的に参加し、町内の美化推進に
協力します。町内会の皆さんも「鶴岡高専の明るさ
や挨拶の良さは地域の子どもにも見習ってほしい
部分です。」と認めてくだ
さっています。

　学寮には自衛消防隊が存在し、消火班、避難誘導
班、救護班といった役割があります。前期と後期、
各１回ずつ実施される避難訓練では災害時の行動
の仕方を確認します。安全のための必須行事で、寮
生は皆真剣です。

入寮式 寮生会総会 春季クリーン作戦 前期・後期  寮生避難訓練4/4㈮ 4/17㈭ 4/204/20㈰

5/145/14㈬・10/9㈭㈬・10/9㈭

4/4㈮ 4/17㈭ 4/20㈰

5/14㈬・10/9㈭

［鶴鳴寮紹介］

明るく　　　厳しく　　　美しく
明るく…思いやりの心を忘れずに、明るく活気ある寮生活を！
厳しく…自己に厳しく、そして勉強やクラブをがんばろう！
美しく…居室はきれいに美しく、そして清潔な環境を保とう！

Dormitory Life

学寮では、寮生会役員・指導寮生といった
リーダー寮生が中心となり、その運営を
支えています。今年度も彼らリーダー寮生
が企画・運営する学寮行事をピックアップ
して紹介します。

入寮式 寮生会総会 春季クリーン4/44/44/44㈮㈮㈮ 4/174/174/177㈭㈭㈭

明
厳し
美し美し

が企画・運営する学寮行事をピックアアップ
して紹介します。

D o r m i t o r y  E v e n t s  2 0 1 4

［鶴鳴寮紹介

　明るく　　 厳しく　 美しく
くるく…思いやりの心を忘れずに、明るく活気ある寮生活を！ある寮生活を！れずに、明るく…思いやりの心
くしく 自己 厳しく そし 勉強やク ブをがんば う！

Dormitory LiDormitory Li

明る
厳し

明 厳 美寮訓

　これは昨年度から行われている行事です。芋煮
の調理はリーダー寮生が担当。庄内風と内陸風の
食べ比べ。今年も甲
乙つけがたい美味し
い味でした。

寮訓『明るく•厳しく•美しく』をもとに、今年度は『交流•美化』をテーマに掲げました。ここに載っている様々なイベ
ントを通じてより多くの人との交流をねらっています。そこには寮生活ならではの貴重な体験があります。また、
清掃活動は身辺の美化管理意識を高めるだけでなく、当番活動を守る、という集団生活で必要な社会性を成長させ
ます。たくさんの仲間と切磋琢磨して送る寮生活の経験は一生の宝物になります。　  寮生会長：吉田　尚平（４Ｉ）

寮生芋煮会 10/410/4㈯10/4㈯
　寮生が最も楽しみにしている学寮最大のイベント。
今年度もたくさんの模擬店や、趣向を凝らしたステー
ジ企画、ビンゴ大会で大いに盛り上がりました！
　途中からあいにくの大雨で、武道館に会場を移動し
て企画が進められましたが、最後まで寮生の笑顔や笑
い声が絶えることはありませんでした。

寮祭2014 9/129/12㈮9/12㈮
　今年度新たに実施したクイズ大会。希望制でし
たが、多くの寮生がチームを組んでエントリー。
リーダー寮生が作成した難問を相手に、皆が楽し
みながら回答していまし
た。

寮生クイズ大会

7/237/23㈬7/23㈬

2014寮生会役員メンバー
～左から
会計委員長　高橋　輝昭（４Ｍ）
体育委員長　齋藤　　会（４Ｅ）
総務委員長　眞壁　　樹（４Ｂ）
寮生会長　　吉田　尚平（４Ｉ）
厚生委員長　小野寺達也（４Ｍ）
文化委員長　後藤　拓人（４Ｉ）

寮生の伝統気質
互助・互譲の精神が
脈々と受け継がれて

います！



　人材育成部門では、地域人材の活用や地域企業との連携によ
り、地域企業･地域社会が必要とする能力を身に付けた優秀な人
材を育成･輩出するため、キャリア教育、CO-OP教育、地域企業訪
問研修の3つの教育プログラムを推進しています。

キャリア教育

　キャリア教育では、地域人材や本校卒業生の講演･講座を年間
を通じ実施しています。本年度は地元企業経営者による『企業が

求める人材』と題した特別講演、本校OB・OGの企業技術者によ
る『未来予想図講座』『高専女子キャリアセミナー』、知財コー
ディネータによる『知財講演会』、また本校学校長による『ビジネ
ス講座』、本校学生支援コーディネータによる『ビジネスマナー
講座』等を実施しました。
　受講した学生達は現在の学校生活を改めて振り返るととも
に、 自分の将来像についても考える大きなきっかけとなりました。

CO-OP教育

CO-OP教育とは、教育機関が企業と連携して進める人材育成の
新たな取り組みです。学生が「校内での講義」と「企業での就業」
を繰り返すことで、実践的な技術や開発力、コミュニケーション
能力など、総合的な就業能力の向上を図ります。本校では2012年
４月より本格的に取り組みを開始しました。
【実績】　平成26年８月　　企業６社・学生10名参加
 ・ティービーアール（株）　　　　学生１名
 ・（株）アライドテック　　　　　学生３名
 ・（株）佐藤鉄工所酒田事業所　　学生１名
 ・オリエンタルモーター（株）　　学生３名
 ・（株）高砂製作所鶴岡事業所　　学生１名
 ・（株）山形共和電業　　　　　　学生１名

　学内での面接練習、企業担当者からの面接を経て、今夏の長期
休暇期間は、学生10名がそれぞれ希望する企業にて約２週間、就
業を実施しました。

【成果報告会・合同懇談会】
　学生のプレゼン能力の向
上及びCO-OP教育プログラ
ムの更なる改善を図るため、
CO-OP教育参加企業担当者
を招き、CO-OP教育参加学
生による成果報告及び合同
懇談会を実施しました。

地域企業訪問研修

　地域企業訪問研修とは、本校卒業生が技術者として活躍して
いる地元企業に出向き、企業見学及び企業技術者と懇談し、実社
会での企業人としての心構えを学ぶ研修です。
　この研修では、企業からの業務説明や工場見学はもとより、企
業技術者として実際に働いている諸先輩方と懇談し、生の声を
聞く機会をいただくことで「地元企業をより深く知ること」を目
的としています。
　今年度は９月に３社、11月に１社を訪問させていただきまし
た。以後12月に４社、１月に３社の訪問を予定しております。
【実績】　平成26年９月　企業３社・学生48名参加
　　　　平成26年11月　企業１社・学生５名参加
 ・大阪有機化学工業（株）　　　　学生16名
 ・東北東ソー化学（株）　　　　　学生16名
 ・東北エプソン（株）　　　　　　学生16名
 ・（株）高砂製作所鶴岡事業所　　学生５名

　なお、上記教育プログラムの詳細を掲載したウェブサイトを
開設しておりますので、是非ご一読下さい！
　http://cac.tsuruoka-nct.ac.jp

［地域連携センター］

地域連携センタースタート

　「地域と高専とのパイプ役」を担っていた地域共同テクノセン
ターは、地域に対する協力を更に組織的に進めるために、２つの
部門（地域連携部門及び人材育成部門）を有する「地域連携セン
ター」へ名称をかえスタートしました。本校の人的・物的資源を
地域へ提供し、地域の発展に役立つこと、さらに、地域から寄せ
られる多様な支援を本校の教育・研究に役立たせること、その目
的を担うのが当センターです。

鶴岡高専シーズ集（研究者紹介）の発行

　シーズ集とは、本校で教育研究に活躍す
る全教員、技術職員の教育研究分野や略歴
などを簡潔に紹介する冊子です。学外の
方々へ本校教職員の技術シーズを広く紹介
する為に毎年更新発行しています（鶴岡高
専ホームページにもPDF掲載）。地域のニー
ズと高専シーズのマッチングを担う高専所
属研究者・技術者のPR誌です。

地域連携センターパンフレットの発行

　地域連携センターでは、センターの主な
活動をご紹介するパンフレットを作成しま
した。地域連携センターの活動内容及び設
備の紹介等を掲載しています。

　地域連携部門では、研究及び技術について、地域企業との連携
として「研究協力・技術支援等」「啓発活動」「社会的要請への対
応」を実施しています。

市民サロンを実施
　
　市民サロンは、鶴岡高専技術振興会との共催により、本校教員
と地域研究機関研究者・技術者による専門分野の最新情報を市
民の方に解りやすく解説するもので、毎年３回行っています。今
年は、８月『もったいないエネルギー！～上手に選ぶ・使う～』、
９月『みんなで目指そう！安心・安全、健康大国つるおか』、10月
『再発見！庄内の食文化』
をテーマに、鶴岡高専教員
１名と山形県内の関係者
１名がそれぞれ講演し、延
べ140名の市民の方々から
聴講して頂きました。

さかた産業フェア2014への出展

　10月４～５日の二日間、さかた産業フェア2014が酒田市体育
館で開催されました。今年は57団体が出展し、来場者は昨年を上
回る述べ7,200名と大盛況に終わりました。

　本校からは、田中研究室（機械工学科）の「緊急指令！ロボット
アームで捕獲せよ」と栁本研究室（制御情報工学科）の「音の風紋
観察－クラドニ図－」を出展し、両日とも子どもたちだけではな
く、大人の方にも興味を持っていただき、多くの質問をしながら
楽しんでいただきました。

つるおか大産業まつり2014への出展

　10月18～19日の二日間、つるおか大産業まつり2014が鶴岡市
小真木原公園（朝暘武道館）で開催され、本校が出展した「展示・
体験エリア」では42団体が出展しました。
　本校からは今野研究室（機械工学科）のロボットアームを使っ
たお菓子の掴み取り、安田研究室（制御情報工学科）の「電気の仕
組み～自分で電気を起こして知ろう・考えよう～」、佐藤淳研究
室（電気電子工学科）の「お手軽、紙とペンを使った電子工作」、瀬
川研究室（物質工学科）の「暗闇で光るストラップ作り」の4研究
室の出展と教育研究技術支援センターによる３Ｄプリンタの展
示を行いました。

Activities of Regional Partnership Center

Regional Partnership Center

●●人材育成部門

●地域連携部門

地域連携センターの活動記録



Hello from Laboratory Hello from Laboratory ～Department of Mechanical EngineeringDepartment of Mechanical Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

［研究室紹介●機械工学科］

機械工作研究室

熱流体工学研究室

新エネルギー研究室

品質工学研究室

数値解析研究室

Hello from Laboratory ～Department of Mechanical Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

機械材料研究室

設計工学研究室

ロボメカ研究室⑴

熱流体工学研究室

ロボメカ研究室⑵

バイオメカニクス研究室



佐藤淳研究室

吉木研究室

内山研究室

高橋研究室

神田研究室

保科研究室

武市研究室

宝賀研究室

加藤研究室

森谷研究室

タン研究室

Hello from Laboratory Hello from Laboratory ～Department of Electrical and Electronic EngineeringDepartment of Electrical and Electronic Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

Hello from Laboratory ～Department of Electrical and Electronic Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

［研究室紹介●電気電子工学科］



情報処理第1実験室

音響応用研究室

渡部研究室

三村研究室

Hello from Laboratory Hello from Laboratory ～Department of Control and Information Systems EngineeringDepartment of Control and Information Systems Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

Hello from Laboratory ～Department of Control and Information Systems Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

［研究室紹介●制御情報工学科］

福祉・医用デバイス研究室

西山研究室

応用物理・光応用計測研究室

金研究室

中山研究室

ＥＭＣ研究室



無機機能材料研究室

分析化学研究室

環境生態研究室

無機化学研究室

化学工学研究室

髙

合成有機研究室

生物工学研究室

有機機能材料研究室

材料化学研究室

高分子材料研究室

植物細胞工学研究室

Hello from Laboratory Hello from Laboratory ～Department of Chemical and Biological EngineeringDepartment of Chemical and Biological Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

Hello from Laboratory ～Department of Chemical and Biological Engineering～
Introducing students, staff, research themes, feature of each lab.

［研究室紹介●物質工学科］

微生物工学研究室／
微生物生態学研究室



　本校専攻科は平成15年４月に設置され、昨年度、第10期の
専攻科修了生が社会に巣立った。専攻科の歴史は鶴岡高専の
４分の１程度にしかならない。しかしながら、高専制度にお
ける専攻科の重要性は高まってきており、その高度化・拡充
が計画されている。
　本校ではこれからの10年を見据えた教育改革に着手して
おり、その施策のひとつが学科の再編・改組である。来年度か
ら本科はひとつの創造工学科になる。そして、専攻科もこれ
までの２専攻（機械電気システム工学、物質工学）から１専攻
（生産システム工学）に同時改組され、新生鶴岡高専がスター
トする。これまでの専攻科の歩みを振り返りながら、専攻科
の概要と改組について説明したい。

【専攻科の教育課程】
　専攻科は、本科を卒業した後の２年間、大学３，４年に相当
する教育を行う教育課程である。専攻科の目的は、技術開発
力や問題解決能力を備え、あらゆる産業分野で活躍できる高
度で幅広い知識を身につけた実践的・創造的な技術者を養成
することである。その育成すべき具体的な能力を次の４つと
して、これらを教育目標としている。
　1）自ら考え計画し、能力を総合的に発揮して自主的に
　　問題解決を図る能力
　2）得意専門分野に加えて、基礎工学をしっかり身につけ
　　た幅広い対応力
　3）多様な価値観を理解し、地球的視野をもつ豊かな教養
　　と人間性
　4）英語力を含む国際的コミュニケーション力

　専攻科の大きな特徴は、少人数教育による柔軟で特色ある
教育・研究指導を行っていることである。その中でも、専攻科
研究の重視、課題発見・解決型のエンジニアリングデザイン
教育の充実、そして融合複合教育の推進に力を入れている。
さらに、近年は英語力の強化にも努めている。これらに関連
した科目の新設や主な改定は次の通りである。
　平成15年４月　専攻科設置
　平成19年４月　カリキュラムの大幅改定：
　　「総合実践英語IおよびII」、「創造工学演習」、「創造実習
　　II」「専攻科実験(融合複合)」、「実践電気電子工学」、「材料
　　科学」、「技術者倫理」を新設
　平成19年４月　専攻科研究の英文要旨作成
　平成22年４月　「技術者倫理」を必修化
　平成22年８月　海外インターンシップ開始
　平成24年３月　海外短期留学開始
　平成24年４月　「実践的デザイン工学演習」を新設、
　　「応用解析特論」、「固体物理学」を機械電気系で必修化
　平成25年３月　専攻科研究の英語発表スライドの義務化、
　　英語での口頭発表を推奨
　平成25年７月　外国人による英語での専門授業開始

　専攻科研究は、学生がひとつの研究テーマについて２年間
取り組むもので、専攻科課程の25％の時間を占める重要な科
目である。本科の卒業研究から通算すれば３年にも及ぶ長期
間の研究室生活は、研究能力だけではなく、コミュニケー
ション力や協調性を育むのにも役立つ。研究室の中には学生
間や指導教員との師弟関係があり、研究室に出入りする学内
外の人達とのコミュニケーションも欠かせない。
　技術者教育に不可欠なエンジニアリングデザイン科目と
して、平成24年度に「実践的デザイン工学演習」を設定した。
この授業では寒河江市の公園や酒田市の離島“飛島”で合宿
し、その地域の課題解決に取り組んでいる。グループ毎に、課
題の発見－解決策の提言－もの作り－成果発表という一連
の活動を行い、チームワーク力も養われる。

　

【入試】
　専攻科設置当初は入学者の確保に苦労した。専攻科修了生
の就職や大学院進学の実績が少なく、専攻科に対する企業側
の認識も低かった。その後、修了生の実績が学内外で評価さ
れるようになり、徐々に受験希望者は増加した。ここ数年、志
願倍率は２倍以上になっている。図１に志願者と入学者の年
度推移を示す。成績優秀な学生であれば定員（16名）の２倍を
超えない範囲で積極的に入学させ、専攻科の質的向上にも努
めてきた。

　入学者選抜試験（入試）は推薦選抜、学力選抜、社会人特別
選抜の３方式で行っている。以前は年３回の試験日を設けて
いたが、平成25年度入試からはこれを年２回にし、早期での
定員充足を図っている。また、平成26年度入試からは英語の
筆記試験を廃止し、英語検定試験のひとつであるTOEICの
スコアを英語力の判定に用いている。すでに実施した平成27
年度入試の概要は以下の通りである。
　（1）推薦選抜（平成26年５月27日）
　　　　　面接、推薦書、調査書等の総合判定による
　（2）学力および社会人特別選抜（平成26年７月４日）
　　　　　数学、専門、英語TOEICスコア、面接、
　　　　　調査書等の総合判定による

【進路】
　これまでの専攻科修了生の進路状況を図２に示す。修了生
の８から９割が就職し、内定率はほぼ100%である。ここ数
年、求人倍率（求人数／就職希望者数）は本科の倍以上あり、
企業側の専攻科に対する認知も進んでいる。リーマンショッ
ク後の不況時でさえ14倍の求人倍率があった。
　就職者のうちで県内企業へ就職した割合は、この５年間の平
均で30％である。大卒者の地元就職に比べてこの割合は高く、
地域企業のリーダーとして地域に貢献することが期待される。
　大学院への進学割合は１～２割で推移している。全国高専
の専攻科の大学院への進学率が５割近いことに比べて、本校
の進学率はかなり低い。専攻科のメリットのひとつが大学院
進学への道であり、より高度な技術者や研究者を目指すこと
もできる。
　最近、東北大学や北海道大学など、専攻科修了生対象の特
別推薦選抜を実施する大学院が増えている。知識ばかりでな
く、専攻科で培った研究姿勢や態度が大学院で認められてき
たものと思っている。

【修了生の質保証】
　学士の学位は、専攻科修了生の質や専攻科の教育レベルを
示す指標として重要である。次図に示した教育機関の修業年
限と年齢からわかるように、専攻科修了生は４年制大学の学
部卒業生と同じ年齢である。
　高専の本科については文部科学省が決めた設置基準があ
り、卒業者には準学士の称号が授与される。一方、専攻科につ
いてはそのような設置基準がなく、修了者への称号もない。そ

のため、学士の学位を得るには学生個人が大学評価・学位授与
機構という外部機関に申請し、個人毎に審査を受ける必要が
ある。これは、学生にとって時間的にも経済的にも大きな負担
である。昨年度、この制度がようやく改善され、学位授与の判
定が高専側でもできるようになった。平成27年度からは、専攻
科修了生に学士の学位が自動的に与えられるようになる。高
専の悲願だったこの制度改正によって、専攻科教育のレベル
が大学と同等であることを直接示すことができたのである。

　もうひとつの質の保証は、JABEE（日本技術者教育認定機
構）による教育プログラムの認定である。本校では、本科４年次
から専攻科２年次までの一体化した教育課程を「生産システム
工学」プログラムとしている。このプログラムがJABEEから認
定されたことで、プログラム修了生、つまり専攻科修了生は国
際的に通用する技術者レベルにあることが保証されている。
　他にも、機関別認証評価と呼ばれる法律で定められた審査
や学位の授与を判定できる専攻科の認定審査がある。このよ
うに専攻科の教育課程は外部機関によって定期的に検証さ
れ、教育方法の改善が常に行われているのである。
　
【専攻科の改組：融合複合教育の推進】
　技術の高度化・多様化とグローバル化が進み、以前はひと
つの専門分野だけの技術があればよかったものが、今ではそ
の周辺の知識や技術も持っていないといけない。特に地方で
は、少子高齢化と労働人口の減少が急速に進行しており、こ
れからの技術者にはいろいろな分野に柔軟に対応できる能
力が望まれている。
　こうした社会的背景から、幅広い分野に対応できる融合複合
型の実践的技術者育成を目的として、専攻科の改組を計画し
た。下図のようにこれまでの２専攻が「生産システム工学専攻」
に統合され、学生はいろいろな分野の基礎知識・技術を学ぶ。同
時に、所属する機械・制御、電気電子・情報、あるいは応用化学の
コースで高度な専門知識と先端技術を修得するのである。
　この改組案が文部科学省と大学評価・学位機構から認めら
れ、来年度から専攻科は１専攻となる。本科と専攻科の同時
改組によって鶴岡高専は融合複合教育を推進・強化し、変化
する社会に対応しながら常に成長していける技術者の育成
を目指す。

［専攻科特集］

専攻科の歩みとこれからの改組
－ 平成27年４月から１専攻のコース制に －

飯 島 政 雄専攻科長

Advanced Course
Previous Path & Future

-Reorganization Into One Course from April, 2015-

人　

数
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［トピックス］

　平成25年８月から始まった図書館の改修工事も無事終了
し、この平成26年４月より新・図書メディアセンターとして開
館する運びとなりました。建物の１階には新たに総合情報セ
ンターが入り、２階には図書閲覧室、視聴覚室、マルチメディ
ア教室が配置されています。さらに３階、４階は従来通りの積
層書庫として今後10年分程度の図書の保管が可能です。今回
新たに、安全管理を目的に閲覧室へ監視カメラを設置しまし
た。夜の開館時間帯や土曜開館における非常時でも対応でき
るシステムとなっています。

　今回の改修
では当セン
ターの入口左
側にメディア
ルームが新設
され、最新鋭
のPC５台が
新規に導入さ
れました。今

後はさらにDVDをはじめとする視聴覚教材の充実も図って行
きたいと考えています。閲覧室のスペースが変わらなかった
こともあり、館内にはグループ学習用のスペースは設けられ
ませんでしたが、静かさを重視した１人用のキャレルデスク
を、１クラス分に相当する41台配置しました。これにより授業
での調べ学習も可能です。メディアルームの脇には、雑誌コー
ナー、資格試験コーナー、辞書を配置し閲覧スペースを設けて
います。このように、資格取得の勉強を目的とした学習スペー
スを作っています。また、新刊コーナーも目立つように作られ
ています。新しい本の手触り、そしてインクの臭いは心地よい
ものです。心より、皆さんの来館をお待ちしています。
　最後に今回の図書館改修にあたっては、教職員をはじめ学
生図書委員の皆さんのボランティアによるところが多大でし
た。この場をお借りして御礼申し上げます。

　皆さんこんにちは！保健センターです。『鶴岡高専だより』
の紙面をお借りして、ここでは、保健センターの紹介をしま
す。
　活動の拠点は、厚生会館（学校食堂のある建物）２Fの保健室
と相談室。保健室では看護師の村山さんが、学生・教職員の負
傷や発病に対応しています。「薬ください」「血圧測らせてくだ
さい」「マスクもらえませんか」… 連日大忙し。風邪が流行する
季節などには、体調不良者が休憩できるベッドもフル稼働
だったりします。
　保健室に隣接する第一相談室では、学生・教職員の皆さんか
らの、また、学校生活に関する事項であれば保護者の方々から
も、心配事・悩み事の相談を受け付けています。部屋の中には、
来談者用応接セット、自習用ブース（デスク・チェアー・PC完
備！ 要使用申請）、資料保管用ブース（関係者以外立入禁止）な
どがあります。
　昨年度からは、利用者増加に伴い第二相談室もできました。
二つの相談室に保健室が挟まれるような配置となっていま
す。「相談室のドアって何かノックしづらい…」という方もい
るので、いずれの相談室にも、保健室のから出入りできるよう
にしています。
　保健センターには、相談のプロフェッショナルであるカウ
ンセラー（臨床心理士 加藤早苗先生）もいます。毎週水曜日15：
00～17：00に来ていただいている加藤先生は、ものすごく話し
やすい方です。カウンセリングというかたちでなく、雑談形式
でも歓迎してくれます。毎週２時間限りの非常勤なのが残念
で仕方ありません。「加藤先生とお話ししてみたい！」という
方は、保健室に連絡して予約を入れてください。
　カウンセラーによる
カウンセリングに限ら
ず、保健センターで受け
付けた相談については、
秘密厳守をお約束しま
す。自傷・他害（生命を著
しく傷つけ、損なわせる
危険性が高いもの）、ま
たは犯罪に関わるもの
でなければ、常にトップ
シークレット！「相談し
たら、内容が多くの人に
知られてしまうかも…」
と感じている方も、安心
してご利用ください。

トピックス

新・図書メディアセンター
図書メディアセンター長　栁本憲作

新しくなった保健センター
保健センター長　山田充昭

［進路状況］

平成26年度の進路状況

【進学内定先】

【就職内定先】

26年度　卒業・修了予定者進路状況

Courses after Graduation of school year 2014 as of December 1, 2014.

　㈶

（平成26年12月1日現在）

Topics
Library Media Center

Health Center
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■第51回東北地区高専体育大会
□陸上競技
　男子走高跳　　　　　　２位　　　　　佐野　倫瞳（３Ｅ）
　男子砲丸投　　　　　　優勝　　　　　五十嵐　魁（２Ｉ）
　男子円盤投　　　　　　２位　　　　　安達　拓真（４Ｂ）
　女子走高跳　　　　　　２位　　　　　佐藤　茉緒（２Ｂ）
□卓　球
　男子団体戦　　　　　　２位
　男子個人戦ダブルス　　３位　　　　　

［青柳　　伸（５Ｅ）・井上　貴明（５Ｅ）］
□剣　道
　男子団体戦　　　　　　２位
　女子個人戦　　　　　　優勝　　　　　宮田　桃香（５Ｂ）
□バレーボール
　男　子　　　　　　　　３位
　女　子　　　　　　　　優勝
□ソフトテニス
　女子個人戦　　　　　　２位　　　　　

佐藤　里菜（２Ｂ）・沓澤　真帆（２Ｉ）
□柔　道
　女子個人戦63kg級　　　優勝　　　　　黒田　怜那（２Ｂ）
□水　泳
　男子総合　　　　　　　３位
　男子400mメドレーリレー ３位

［阿部（３Ｍ）・阿部（３Ｅ）・細矢（２Ｅ）・佐々木（１Ｅ）］

　男子800mリレー　　　  ３位
［細矢（２Ｅ）・佐々木（１Ｅ）・齋藤（１Ｍ）・小林（３Ｅ）］

　男子400mリレー　　　  ２位
［佐々木（１Ｅ）・齋藤（１Ｍ）・阿部（３Ｅ）・細矢（２Ｅ）］

　男子800m自由形　　　  ３位　　　　　阿部　和音（３Ｍ）
　男子100m平泳ぎ　　　  ２位　　　　　阿部　天音（３Ｅ）
　男子200m自由形　　　  ２位　　　　　小林　堅斗（３Ｅ）
　男子400m自由形　　　  ２位　　　　　小林　堅斗（３Ｅ）
　男子50m自由形　　　    優勝　　　　　細矢　晃陽（２Ｅ）
　男子100mバタフライ　  優勝　　　　　細矢　晃陽（２Ｅ）
　男子200m自由形　　　  ３位　　　　　齋藤　友聖（１Ｍ）
　男子50m自由形　　　　２位　　　　　佐々木　翼（１Ｅ）
　女子50m背泳ぎ　　　　３位　　　　　後藤　二葉（５Ｉ）
　女子100m背泳ぎ　　　  ２位　　　　　後藤　二葉（５Ｉ）
□バドミントン
　男子団体戦　　　　　　３位
　男子個人戦ダブルス　　３位

［白幡　哲弥（４Ｍ）・工藤　　歩（３Ｍ）］
■アイデア対決・全国高専ロボコン2014東北地区大会
　デザイン賞　　　　　　　　　 鶴岡高専Ｂ「行け！！麺ズ」
■全日本吹奏楽コンクール山形県大会
　大学の部　　　　　　　銀賞
■全日本6・9人制バレーボールクラブカップ
　選手権大会山形県予選
　６人制女子の部　　　　優勝

各種大会成績
Results of Competitions.

Northeastern Athletic Competition of NIT, Colleges,
Robot Contest, Brass Band Competition, Volleyball Club Cup Competition, and others.

ミニアルバム Mini Album


